
第４学年 理科学習指導案 

               指 導 者：仙台市立向陽台小学校 ４年 教諭 山内 友紀菜 

          
１ 単元名  

「ものの温度と体積」 

 
２ 単元の目標 

  空気，水，金属を温めたり冷やしたりしたときの体積変化に興味をもち，試験管などの閉じ込めた空 

気や水，金属の温度と体積変化について，比較しながら調べ，空気や水，金属はあたためられたり冷や 

したりすると，その体積が変わること，その体積の変化の様子は，空気，水，金属によって違いがあ 

り，これらのなかでは空気の温度による体積変化が最も大きいことなど，空気，水，金属の性質につい 

ての考えをもつことができるようにする。 

 
３ 指導にあたって 

（１） 単元について（教材観） 

本単元は，第４学年学習指導要領 A 物質・エネルギー(２)「金属・水及び空気を温めたり冷やした 

りして，それらの変化の様子を調べ，金属・水及び空気の性質についての考えがもつことができるよう 

にする。」を受けて設定されたものである。 

  児童はこれまで，閉じ込められた空気や水に力を加えると，空気は体積が小さくなるが，水は変わら 

ないという見方や考え方ができるようになってきている。しかし，温めたり冷やしたりしたときの体積 

変化については学習していない。本単元では，空気，水，金属を温めたり冷やしたりして，温度によっ 

て体積が変わることを実験を通して捉えさせることができると考える。 

  また，空気，水，金属の温度による体積変化はわたしたちの生活にあふれている。温度計や線路のレ 

ールの継ぎ目部分の隙間が空いていることなど温度による体積変化を利用したものである。本単元で 

温度による体積変化を理解することで，自分たちの生活を支えている科学的な事象についての見方を 

育むことができる。 

  

（２） 児童について 

本学級は男子１６名，女子１７名の計３３名である。 

    実験や観察を意欲的に取り組む児童が多い。また，班で協力し，進んで準備や片付けを行うことも 

   できる。 

４月から自分で予想を立て，実験結果から分かったことを考察するという学習活動を継続して行っ 

てきている。しかし，実験結果を整理し，考察を書くことができる児童は少ない。前時の単元「とじ 

こめた空気と水」では，閉じ込めた空気を圧すと体積は小さくなるが，圧し返す力は大きくなるこ 

と，水は圧し縮められないことを理解した。しかし,学習したことを日常生活に生かそうとする児童 

は少なかった。そして,本単元の学習につながる温度計や線路のレールなど金属，水及び空気の温度 

による体積変化は子どもたちの身近なものに利用されているにも関わらず，それに気付いている子ど 

もは少ない。 

 
 

学習の場 

理科室 



（３） 指導の方向 （研究主題との関連） 

本単元は，前単元の「とじこめた空気と水」から連続して位置づけており，本単元を通して同じ 

   「ものの体積の変化」であっても，変化の要因が異なることを意識して指導してきたい。また，本 

単元では，前時を振り返ったり次時の課題を考えたりするなどの見通しを持たせるため，予想や 

実験結果を記録するワークシートを活用させる。  

 

（１）「科学する楽しさ」について 

  各時間に行う実験において，実験器具にふれ始めたばかりの子どもたちが，興味を持って取り組 

めるようにするため，子どもたちにとって身近な風船や石けん水などを使わせていく。風船や石け 

ん水など子どもたちの身近にある物を使った実験を行うことが，科学する楽しさを体感するきっか 

けになると考える。そこで，本単元では，導入で風船や石けん水を使って実験を行い，子どもたち 

が興味をもって活動に臨めるようにした。 

 

  （２）「ともに追究する」について 

    実験時には，空気や水，金属などの物質は温められると体積が大きくなり，冷やされると体積が 

小さくなるという性質について一人一人が実感できるようにするため，少人数グループで行うよう 

にする。また，予想や考察でも少人数グループを取り入れることが話合いを充実させ，一人一人の 

確実な理解につながると考える。 

 

４ 指導計画   （７時間扱い 本時 1/7） 

   評価の観点（□関心・意欲 ■科学的な思考・表現 ◎観察・実験の技能 △知識・理解） 

次 時 主な活動 評価規準と評価方法 

第 

一

次 

１  

 

 

・試験管やフラスコにとじこめた空気を温める 

 実験を行う。 

・実験から考えたことや疑問に思ったことを話 

し合う。 

○容器にとじこめた空気を温め

る実験に興味を持ち，空気は温

めるとどうなるのかを進んで調

べようとしている。 

（発言・観察・ワークシート） 

２ 

本

時 

 

 

・三角フラスコにとじこめた空気を温めたり冷 

やしたりして，体積の変化を調べる。 

・実験結果から温度による体積変化についてま 

とめる。 

○空気と体積変化について実験

結果から温度と関係づけ，自分

なりの考えを持ち，図や絵など

を使って分かりやすく表現する

ことができる。 

（発言・観察・ワークシート） 

第 

二

次 

 

３ 

・ 

４ 

 

 

 

・水を温めたり冷やしたりして，体積の変化を 

調べる。 

・実験結果から，温度による体積変化について 

まとめる。 

○水と体積変化について実験結

果から温度と関係づけ，自分な

りの考えを持ち，図や絵などを

使って分かりやすく表現するこ

とができる。 

（発言・観察・ワークシート） 

とじこめた空気を温めると，どのようになるのか

調べよう。 

空気は，温めると体積が大きくなるのだろうか。 

水も，温めたり冷やしたりすると，体積が変わる

のだろうか。 



第 

三 

次 

 

５ 

・

６ 

 

 

 

 

 

 

・金属を温めたり冷やしたりして，体積の変化 

 を調べる。 

・実験結果から，温度による体積変化について 

まとめる。 

○金属と体積変化について実験

結果から温度と関係づけ，自分

なりの考えを持ち，説明するこ

とができる。 

（発言・観察・ワークシート） 

７ ・温度による物の体積変化について学習したこ 

とをまとめる。 

○空気，水，金属は温めたり冷

やしたりすると，体積が変化す

ることを理解している。 

（ワークシート） 

 
５ 本時の指導 （７時間扱い 本時 2/7） 

(１) 本時のねらい 

閉じ込めた空気を温めたときの変化に興味をもち，実験を意欲的に行い，温度による空気の体 

積変化について考えることができる。 

(２) 研究主題との関連 

研究の視点１①のア 児童一人一人に問題を捉えさせるための教材の工夫と事象提示 

 一人一人が実験に携われるように３～４人グループで実験を行わせる。また，水の代わりに色つきの 

ゼリーを使用することで，実験結果の明確な可視化をはかり，確実に空気の体積変化を捉えることがで 

きるようにする。 

 

研究の視点１②のイ 学習したことを活用し，理科を学ぶ有用性を実感させる活動の設定 

 空気の温度低下による体積変化について事象提示を行う。フラスコ内にゆで卵が吸い込まれていく現 

象を見せ，実感の伴った理解につなげていく。 

 

研究の視点２①のイ 結果をグラフや表に整理・分析し傾向や関係性を捉えさせ，自分の考えを表現す 

          る場の充実 

 空気の体積変化を，言葉や図，絵を用いて考察し，表現する活動を取り入れる。考察したことを全体  

で共有し，空気の体積変化についての理解を深めさせる。 

 

（４） 準備物 

三角フラスコ，ゴム栓つきガラス管，ボウル，湯（６０～７０℃），水，ワークシート， 

ゼリー，ゆで卵， 

 
（４）指導過程 

段 主な学習活動 指導上の留意点（＊評価） 

つ 

か 

１．前時の学習を想起する。 

 ・石けん水をつけた試験管を温めると 

○前時の学習を写真をもとに想起させ，

本時の活動の視点をはっきりさせる。 

金属も，温めたり冷やしたりすると，体積が変わ

るのだろうか。 



む 膨らんだ。 

 ・風船をつけたフラスコを温めたら風 

船が膨らんだ。 

 

２．本時の学習のめあてを知り，予想す

る。 

 

 

 

・大きくなる。理由は，試験管を温めた 

ら石けん水が膨らんだから。 

・大きくなる。空気が大きくなったから 

風船が膨らんだと思うから。 

 

 

 

 

 

○前時に十分な話し合いを行っているの

で，予想についての話し合いは時間をか

けないようにする。 

ひ

ろ

げ

る 

 

３．実験を行い，結果を記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察する。 

・各グループごとに実験の結果を発表す 

る。 

・結果から分かることを図や絵で表す。 

・分かったことを共有する。 

・空気は温めると体積が大きくなる。 

・空気は冷やすと体積が小さくなる。 

 

 

 

 

○児童を教卓の前に集合させる。 

 

○実験内容と学習課題がどのように結び

ついているか確認する。 

「ゼリーが上へ動く＝空気が大きくなっ

た。」 

○湯の取り扱いについて，十分に気をつ

けることを指導する。 

＊空気の体積変化について意欲的に調べ

ようとしているか。 

           （観察・発言） 

○温めたり冷やしたりしてもよいことを

話す。 

 

＊温度による空気の体積変化について理

解できたか。 

      （発言・ワークシート） 

 

 

○グループで話し合わせることで，自分

の考えに自信を持たせる。 

○児童の考えをテレビに写し，全体で考

えを共有できるようにする。 

 

ふ

か

５．演示実験を見る。 

・三角フラスコに卵が吸い込まれていく 

○本時で学習したことを生かして，なぜ

このような現象が起きたのかを考えさせ

空気は，温めると体積が大きくなるのだろ

うか。 

○空気は，あたためられると，体積が大

きくなる。 

○空気は，冷やされると，体積が小さく

なる。 

 

① ゴム栓をつけたガラス管の先にゼリー 

をつけて，三角フラスコへさしこむ。 

② 三角フラスコをボウル内の湯につけ

る。 

③ ゼリーの動きを見る。 

冷やしたらどうなるのだろうか。 

④ 同じようにして，水につけてゼリー 

の動きを確かめる。 



め

る 

現象を見る。 

・フラスコに卵が吸い込まれた理由を考 

える。 

る。 

 
（５）評価規準 

十分満足できる児童の姿 

おおむね満足できる児童の姿 

支援が必要と判断される児童への手立て 

○空気の体積変化について，実験結果から温度と関係づ

け，自分なりの考えを持ち，図や絵などを使って分かり

やすく表現することができる。 

○板書を丁寧にノートに書き写させ，本時の学習

内容について説明する。 

○グループ活動を通して，友達の考えを知らせ

る。 
 
（６）板書計画 

空気は温めると体積が大きくなるのだろう

か。 

予想 

・なる：石けん水がふくらんだから。 

   ：風せんがふくらんだから。 

実験 

結果 

・温めるとゼリーは上へ動いた。 

・冷やすとゼリーは下へ動いた。 

まとめ 

◎空気は，温めると，体積が大きくなる。 

◎空気は，冷やされると，体積が小さくな

る。 


